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海亀の甲の上に見出された
Gelidz'ella r:unellosα 

一木明子

M. ICHIK[: GelidおUaramello8αfound 00 
the carapace of a sea turtle 

議類は岩の上ばかりでなく，動物の体の上にも生える ζ とは周知のとお

りである。たとえば軟体動物の貝殻の上などには普通に見出され，よく 記載

されている。ところが亀の甲ということになると，ずっと珍らしいことにな

りあまり記載もない.有名な例としては，淡水産の Basicladiaがクサガメの

甲に着生して，いわゆる袈亀の尾を形成していることが記述されている.

ととに報告するνマテジグナの一種は，アカクミガメの叩に見出された
場合でらる。 調べた結果，Gelidie!la ramellosa (KUTZlNG) FELDMANN et 

HAMELにらててきしっかえないと思われたので，ここに報告する3

この紅渓は対島の佐須奈で九大・l決・水産学教室の道津占星術氏によって，

1954年 12月採取されたもので亀の甲のよにじゅうたん状にすきまな く寄生

していたのを，メスでけずりとって持ち帰ったものである。亀はかなり大き

いもので叩長が 60-70cm位のものだったそうで，プリの手伝し網の二重落し

古[1に入りこんて・いたという.との紅誌の色は黒ずんだ亦制色であったので，

材料のm fJ~を ?をけた l時はね;泌の感じは全く うけなかった。
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下自1¥十よ制1.l]校になっていて峨んにうHJi.し，iYi々から11.dllのボが11¥て1与の
巾l乙付・着している (Fig.C)，。 この初旬校からl宜立の校がたくさん密生してい

る。 直立校lよ而IT:で市条のものが多く心iさ3-15mm位でかな り変化があ

り時に少しばかり枝分れする o -1立は鋭角にHJている (Fig.A， B).。

附而を作って見る とかなりrlfJlI(，fにー列の革111胞からなる中判11糸が見られる

(Fig. E-G¥o この中州l糸の和11胞はl戊jミして太った部分でもrYiらかに認めら れ

る。 と の 中 柄11 か ら制11包糸が).'~囲に向っ て作られ， Wi次に紛lかい細胞になって

皮J¥1が作られる。細胞の大ささは'1-/心にjJj:い所は，径 7-15/1，表j支のは5-

101/牧までおり，何れも多少角ばっている。 とのrl"1111の先端oTfi制II)J包はiAi微
鏡下にその ま L で見る こと カ~ /H米る 。

生嫡制)J包としては四分!i包子出だけが見られた。 stichidiaをf'1'っており同

い校状をして直立校にほぼ直角に什J汗している (Fig.B， D)。多数の stichidia

D 
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Gelidiella 1'a，mellosα (KUTZING) FELDMl¥NN ct H，¥MEL 

A. B. Frond. (A. x 1) (B. x 8). 
C. Basal portiol1 of the frond. (x48). 
D. Stichidia. (x 48). 

E. F. G. Cross se巴tionof thc f rond. (x 190'. 
H， Cross section of the stichictia. (x 190). 
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が着生して羽状になっている場合も見出された。 stichidiaの下部は特にくび

れている(Fig.D)。直立部の先端には stichidiaは見出きれなかった。その内

部構造を横断面で見ると図に示すように皮周の発達が悪く，細胞と細胞の聞

がゆるく結合している。また中軸細胞から数えて三番目の細胞が始原細胞に

なるらしいロ従って一つの面に四つイ立の四分胞子誕を見るととが出米る。四

分胞子は十字様に分れている(Fig.H)。

この種類は体の構造その他から考えてVマテ γグサ属と思われ，その外

形，高さ，小枝の分岐状態などから考えて Gelidiellaramellosaと思われる.

KUTZING (1843， 1868)， FELDMANN・HAMEL(1936)などの記械や図と大体一致

する。ただ気がかりなのは， FELDMANN-HAMELによれば，直立校!こもその

先端に stichidiaが作られるように書かれてあるが， KUTZING によればその

ような図示がなしそれ程重要な性質ではないと思われる.

なお，興味深いことは，この紅誌が前述のようにじゅうたん状の単純群

務を作っていたことであって，この槌物の他には見たところ他の海深も見当

らず，ただブジツボ類が所々に付着していたそうである。

きて，本種については NewHolland及び地中海の KerkennahI誌におい

てその分布が記載され，今まで日本近海には知られていなかった。そのνマ
テ γ グサ属のものが対島で捕獲された亀の r~] の上から採集された。亀の甲の

ことであるから，或場所に間定した基脆から採集されたものでなく，一定の

localityを示すわけにはいかないが，日本近海に主主するととは間違いないこ

とであろう。その発見の基盤にもとずいて，この紅一部にキツコウνマテングサ
の布I名を与えたいと思う。

終りに終始御懇篤な御指導を賜った当研究家，湖、川宗吉博士にj掌く感謝

中し上げる。また材料を御提供下さった当研究宗，道津謀術氏，文I献を御貸

し下さった三重県立大・瀬木紀男教授に深く感謝する.

Uし州大学農学部水産学教室瀬川研究室，私立筑紫女学問

Summary 

Gelidiella ra明，ellosα(KUTZING)FEI.DMANN et HAMEL was found forming 
a thick carpet on the carapace of a sea turtle captured at Sasuna. Tsushima. 
Japan. 
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千葉県大原産のー珍藻

オホノアナメ (Agtσrumohcwaense 

YAM. Sp. n.)に就いて

山田幸男

先般f葉県大原町の漁業組合専務:Effi事大野磯吉氏から久し振りに岡地先

にて採集された多数の海藻標本の送附をきたけたが，其の内に誠に珍らしいー

褐藻が見られた、それは明らかにアナメ属(Agarum)の一種で己に同氏もそ

の手紙に述べていられる様に今迄本邦に知られたものとは明らかに異なった

もので特にその茎の状態は我邦北部に産するアナメ (A.cribrosum BORY)と

は全然異なり日月らかに周平でその両絃からは屡々~状の附属物が多少共発出

している。比の標本は何れも暴風後等に大原町地先の海岸に打揚げられたも

のでその生育深度は不明であったa 由来大原という処は以前から興財とある海

琵の底地として知られており，筆者も学生時ー代から故岡村先生の御言葉に従

って屡々その地を訪れた。当時巣11寝・渋谷等に住んでいた筆者は，割引の一番

の市電にのって両国へ行き廿i米る丈け早い汽車にのって大原へ行ぎ採集をし

て夕方帰京したが，可成に変ったものをとる事が什l米たロハスヂギヌ (Nien-

burgia jaρonica (YAM.) KYLD河)カヘノレデグサ (Binghamiellacalifornica 

(FARLOW) SETCHELL et DAWSON)等も初めて岡地に於いて採取したものであ

る.その後多数の海藻採集者が岡地を訪れたにも係らず比の Agarumは殺

も報告していない。従ってこれは余りi支所には生育しないもので比較的稀な

ものではないかという想像がっし然るに此度上記の如く大野磯吉氏により
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